
　
通
所
施
設
に
は
基
本
的
に
３
種

類
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

①
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

②
通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）

③
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
認

知
症
デ
イ
）

　
そ
れ
ぞ
れ
、
特
徴
は
あ
り
ま
す

が
こ
こ
で
は
総
称
し
て
通
所
施
設

の
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

通
所
施
設
で
は
、「
座
る
・
立

つ
・
歩
く
」
な
ど
の
機
能
回
復
を

目
指
し
て
動
作
の
訓
練
を
行
っ
た

り
、
生
活
動
作
の
中
に
訓
練
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
筋
力
や
体
力
を

維
持
・
回
復
す
る
こ
と
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
次
に
、
自
分
の
身
の
回
り
の
こ

と
を
し
た
い
と
意
欲
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
意
欲
を
実
現
す
る

た
め
に
利
用
者
の
か
た
そ
れ
ぞ
れ

が
有
す
る
能
力
と
、
自
宅
環
境
に

合
わ
せ
た
個
別
の
訓
練
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
要
介
護
状
態
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
家
庭
や

社
会
で
の
出
番
づ
く
り
を
支
援
す

る
こ
と
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
通
所
施
設
で
は

食
事
・
入
浴
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

以
外
の
機
能
訓
練
（
リ
ハ
ビ
リ
を

含
む
）
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
日
常
生
活
に

お
い
て
軽
度
の
支
援
が
必
要
な
か

た
か
ら
、
重
度
の
支
援
が
必
要
な

か
た
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た

方
法
で
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
主

治
医
の
先
生
や
他
の
職
種
と
も
連

携
し
、
在
宅
生
活
を
支
え
る
こ
と

が
通
所
施
設
の
役
割
で
す
。

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
編

ケアマネジャー 早川翼さん

【図１】通所介護施設

【図２】在宅医療との通所介護施設の連携

要介護認定（要支援認定）申請

事業所の選定

利用開始

介護度を決めるための申請を行い
ます。
ケアマネジャーが代行申請（申請の
手伝い）を行う事もできます。

見学や体験利用を行い利用する事
業所を選びます。
ケアマネジャーが各事業所の特徴
などを含め、紹介してくれます。

介護度によって１週間に通える日数
に違いがあります。
ケアマネジャーが利用する曜日など
全て手配を行います。

利用方法

市
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
部
会　
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鳥
羽
で
最
期
ま
で
暮
ら
そ
う

在
宅
医
療
を
支
え
る

　
　
多
職
種
の
役
割
を
知
ろ
う
！！

デイサービス デイケア 認知症対応型
デイサービス

送迎 ○ ○ ○
健康チェック ○ ○ ○
食事 ○ ○ ○
入浴 ○ ○ ○
体操 ○ △ ○

レクリエーション ○ △ ○
リハビリ
（機能訓練） × ○ ×

基本的内容
介護を必要とする高齢のかたや障がいを有するかたが、できる限り元
気に在宅生活が送れるよう、自宅から施設へ通い、食事や入浴、リハ
ビリ（機能訓練）などを行う。

それぞれの特徴
事業所数が多く、それ
ぞれ事業所ごとに特
色がある。

医療系のサービスで、
医療的管理やリハビ
リテーションの機能
が充実している。

医師により認知症と
診断を受けたかたが
利用できるデイサー
ビスであり、地域交流
にも力を入れている。

本人・家族

主治医

通所施設 ケアマネ
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